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オウムガイ，イカ，タコを含む頭足類 Cephalopoda は軟体動物門の中最も休制構遣の進化しf二
部類で，無脊椎動物中の最高峰を占めるものである。無脊機動物では昆議綱が最高度に進化したも

のであるとよ〈言われるが，此の類では生態上分業が起 b枇曾生活等の特殊な生活様式が護達して
おり，動物界の種類敷の温字数である数十高種を抱合する最大の官官類であるこ kは願著な事責であ
るが，休の構遺から見れば何れも徴小な動物であち，その生活様式の種々饗化があるに拘わらす・消

化器，循還誌なさは構謹が極めて簡単である。之を頭足類に比すれば此の類は世界に主00徐種の現
生種を有するに遁ぎないが，体形は無脊椎動物中では棺々大形であち，中には最も E 大な動物きへ
も含み，消化試循理器ち1に採ってみてもその組織の分化は著しい。殊iこ此の類の血管は閉鎖血
管系 C動肱は毛細管で静脈と完全に蓮絡してゐる〉であって無脊椎動物には他に比類がなく， trし
ろ脊椎動物の血管系に針比すべきものである。叉紳経系の組織的分化 k その機能の複雑なこ kは他
に比すべきものがない。更に眼の構遣の複雑なことも諸書に強調されている所であるが，無脊椎動
物中では断然群を抜いて進化してお! l ，動物界中のー欝異である。要するに動物進化奥から見れば

昆姦類は陸上無脊椎動物中の覇者であち，頭足類は海，中の王者である左言つでもよかろう。賓際昆

愚類は陸上t淡水とに住み海産の種類は殆んさ。言うに足らない程で，頭足類は海で繁柴しTこが淡水
M . にも陸上にも進出しなかっ? こ。

きて我園は極めて長い海岸続を有し頭足類は約 130種知られている。従って種類の点から見てる
世界有数の頭足類の繁楽している産地となっている。古〈から有用な食品となり，採、捕の展史は極

めて古〈石器時代の遺跡から『蛸壷』が愛見されTこことがあり，頭足類を愛好. する文化圏 e Gて調
歩の地位を占めるものである。欧米渚菌には種類の裁も多 tはないし，且食用として愛好される様
なことはない。タヨを食用にするのは南欧の下唐階扱の人達に限っている k言われ，一般の敵米人
は之を嫌悪するのが普誼であり，水産業中イカの探捕ということはあるが釣漁の餌に用いられる程
度である。

我閣の頭足類の分類撃は諸外麹の人に依って弐第に鷲遣して来ていたが本邦人 t しでは故池田作
次郎氏，飯島魁( イサオ〉博士等t;手を附qられた a 訴し北海道帝大附麗水産専門部数授佐今木室

( マドカ〉博士は東大卒業論文以来多年苦心調査3 れ，その結果が欧米撃界に出しでも誇り得芯一
大圏話t して刊行されたのは惜し〈も同博士の死後昭和 4年( 1929) であっfこ。又石川昌( マサシ〉
博屯は別に東大農撃部にあって此の頚を研究せられている。併し是等諸事者の研究も鞍字等の障害
によって今日は績いていない様にさえ見られ，分類撃のみで色倫根本的に調査を要する問題も多
い。一例を拳げると最近改汀された「日本動物菌鑑J C唱和 22年，北陸館) 中の頭足類は故佐キ木
博士の分権執筆された奮版の記事を其億踏襲しJこのであるが，マダコ属は Polypus の名が用いら
れている。之は明らかに Octopus e改むべきものである。其他皐名の改訂を要する k思われ o t>
の芳子あり是等に就いても再検討が望ましいのである。



との天奥の好養料の恵まれfニ我園に於いて，顕足類は7K産事上研究されfこ事項も少〈はなレが，
之を動物事的見地から見れば研究は末fご賑わない獄態lこある。賓際頭足類に闘する比較生理事，生
態皐上の研究課題は甚? ご多< ，現在不分明のままで建っているものも手〈ない。殊に兵庫聴はタコ

の生産高はさを園ーで明石の蛸は古来有名である。要ーするにこの恵まれ? こ環境で此の好個の研究資料

を取扱って知識を探究するこをは我みに課せられ? こ課題であり叉責務である t さえ言うこ k ができ
ょう。

きて生理撃的研究には賓験動物を71 ¥ 槽で飼育することから始めねばならないが τ ぞれにはイカ類

は大休において不誼営である。闘もタ当類が飼育しやすトが，その中でも年中入手しやす< ，長期

に亘って飼育しうるのはマダコ octLpus vulgaris Lamarck である。ぞれで私はマダコを数年
間飼育してい? こがぞの中の観察を少し{ 述べよう a

タコ類の自室と自己切闇其他

，タコ類で白己の腕を食する乙1 : ， 自食 autophagy 1: いう現象があ三こ E は古〈から知られ我
J園でも之を比犠lごして「始、臨宮J 1: いう雪葉さえある Q 闘も株式合社で純益がなくても有つt=様に
よぞうて責は資本金から配営金を出す様な場合をき受はす。これはタコの生態上の謎で動物界にも近

似の例がない。之に就いての撃術的報告が極めて少いこ kは甚t=遺憾なことである。外園の撃者で
はイタリアのロビアンコ (1899) e ドイツのグリンベ( 1928) が短かい記事を捜してゐる程度であ
るから一般人に誤解されるのも無理からぬ事である。

きて私の親察し? このはマダコ・イイダコ，テナガダコの 3種で何れの場合でも隔離し? こ個体での
翻察である。その中の或るものは自食するが他のものはしない。作jれも餌料を豊富に投興し通常之

を好んで揖取するのであるが自食する佃料は餌料を奥えておいても食べない。町も飢餓が原因でな

トtいうこ kは散人事者の青う所と一致する。自食はタコを探捕して「蛸査によるから外傷を受け
ていない」水槽に活かし7こ瞥初， 2 - 3日間叉は数日後に見られ，ぞのタコは其億死んでしまう。腕
の一部を損傷すればJE常の場合には再生するものであろが白食すろ伺休はその傷を脅し再生するに
は至ちないで死ぬるのである。それで自食の兆の見られる個体は賓験に使へない。早日に見附けて

之を除外しな〈七はならぬ。ぞれは白食を止めてJE常の食餌を E る様になっfこものがないからであ
る。
テナガダコは泥底に埋棲する習性があり ，7K槽中に長期間飼育するこ Eは不可能であるが，本種

では院の先端から南次にE歯切って肉の小片色し，その肉片は鴨下するこ E なく吐出して水槽の底に
沈積してゐる Q この献態で童文目/ の後に死ぬるのであるロ屍休解剖によって治、化管は宰虚であ 5 こE
を見る。
マダコでは腕の先端から食うものもめるがラ腕の中途を一部分食切って先端が離れかけになっ? こ

ものもあっfこJ 叉腕の中途を食ってその屍休解剖によって食われに腕の部分に匹敵する肉量が腸に

充満しているのを見t=。肉片は細粒になっているが治化きれTこ形跡はなく，之が直腸にまで充ちて
かる。健査なマダコでは直腸においてはまを( 統欣のもの) eなち決して充満するこ Eがない。卸も
自食の場合には腕の肉は泊化管に入つでも泊化吸牧きれるものでない Q

次に飢餓欣能に置いfこ場合はさうなるか。私は飢俄歎態で隔離し? ニマダコが 6 ヶ月間活きている
のを見? こ。休娠は著し〈痩せるが之では臼食は全〈起らす，屍体解剖によって中腸腺( 肝臓) の甚
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忙し〈小さ〈なっているこ kが到I明した。組織接的には調査しなかっfこが中腸腺の貯戴物質が柴養
分 t して泊、費されfこものであることは明らかである。従って自食は築養とは全 C 別個のもので，そ
の原因は中枢紳経系主末i精神経系との調和を失う所にあるものを考えている Q 聞も此の類は純粋の。

肉食性で同校互食 cannibaIis m があるから，人に捕えられて異常な諜境の下に置かれるから，
或は体力衰弱して中植紳経の機能に臭. 常を来Tこしに場合( 精紳錯錆L ) 自己の休の一部を食害すると
いうことになるのである Q 食害するのは口器の届〈範園ならば三こでもよいので，テテガダコでは

漏斗を完全に食切つにものがあっ? こ。

要するに自食という現象はうわべから想像する様なことでは全くないので，むしろ自己傷害のー

型と見るべきものである。ここで自己傷害 self-injury という私の新? こに提唱する語を考えて見ょ
うQ タコ類では攻撃防禦の武器としては腕特に吸盤による吸若，牽引のカと口器の噴み又は食切る
カ主である Q 倫口器には後唾腺( 毒腺) が連絡してゐる。きて私は賓験用のマダコの体に番競を附

りようとしfこが布片等を薩い付けても直ぐ引きちぎってしまう Q 種々考案し? こ末生体染色J をするこ

k にしに。ぞれはトリバンプル戸 trypan blu'e の0.1% 溶液が好結果をも Tこらしfこが，之でも外
套背面にやや多量に注射してお〈とその部分は塊肢に堅〈なる。そうする E間もなく号| きちぎって
しまって白い寵痕になる。腕の先端を少しく切断して再生責騒をする時，手術後タコを水中に放す

と必fgロを口の所九持ってゆ〈。又内臓を切開して手術を行い( 去勢なぎ〉傷口を全部縫ってお

こ左も多いQ そのfこめマダコを寒中に手術するのがよい Q 腕の一部を紐で縛るとそれから先端は神

経航海するから食切られる。私は先年報告し? こ様に夜間にマダコが水槽の蓑を押開けて逃げようと

し，警をの上にあった重い石のfこめ腕力 Z動かなくなって2本の腕を基部から食切っ? こ例が2回あった。
これらを自己傷害といって表現しにい。

更に之と少し〈異つに例がある。マダコで或草月水槽室の尿に落ちて死んでいる. のを見fこことがあ
る。現場を詳し〈翻察しTこ所，その水槽の前面にある硝子板の上隅が自然に生じにひびで歓げてい
に。その部分から夜間に逃げ出し Tこものであるが，その硝子の破れTこ鋭い縁に外套背部が引懸り，
それより先に捻出しTこ腕はそれにかまわないで外に出て行こうとして引張つにため外套は斜に裂け

て内臓露出しにま冶尿に落ち，暫時商っている内に大出血によって舞死するに至ったものと推定せ

られた a 之も買い意味では自己傷害といえるであろうが，とにかく我々の想像する様な痛畳という

様な感莞を頭足類で恩定することは杢〈誤りである Q

あるものであるから著しい不合理な現象が起らない迄である。要するに自己傷害は反射運動的で中

植紳経の統制jはないものと考えられる。

是等に外見似てゐて遣ったことがある o t¥Pち肖己切断〈自割) autotomy で欧洲( 主としてイタ
リア) 産の Octopus defilippi Verany でよ〈知られている。丞は先年貴島鯨尾道市南側の向島
近海で之とよ〈似? こ 1種のタコが産することを見て新種テギレダコ o. mutilans Iw.Taki として・
報告しfこ。之は小型の動物で体は甚だ柔軟で，色し之を入が捕えて何か物Mqこからみつき，之を少
し〈離そうとする E をの腕はたやす〈切断する a 切れに腕は水中では長時間動いてゐる a トカゲの

尾の稼に特定の切断部位は決定していない@ 自然の欺態でもしばしば切断するものであろヲし，失
われた腕の部今は再生するものと考えられる Q 貰際本穫で宛の整つに標本主得ることはなしろ稀で
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ある o ( 各腕の長さはタコ類の種を決定するに重要な形質であるから腕の損傷した標本は債値が少

'-')0 この自己切断の現象は珍ちしいもので今日の所以上の2種に知られてレるのみである Q 悌園の

患者己主ヤールA ..Giard は之を防禦的自己切断 E し，カイグコ Argonauta 雄の交接腕の切れるの
を生横的自己切断といって区別しt:。
以上を要約してみると共の様になる。

( 1 )  グコ類の自食は柴養とは全〈関係、のない現象で， {1iJ等かの原因で中植林経の抑制作用が失
われて，集死する前に，極めて強い天性k して具有する肉食性が現はれて自己の腕等を食害するこ
とがある。此の際? こ k え之を苓込んでも滑化管内で治化していなレ@
( 2 )  自己の体躯の一部分を腕又は口器によって傷害する現象を自己傷害 k呼ぶ。タコ類では自

己の休の或る部分に何等かの傷害が奥えられた時，之を自も除去しよう k して自己の俸を傷害する
こkがある Q

£号

( 3 )  自己切断は特定のタコ類仁のみ見られる。

生きたイカ，タコに就いての観察
海岸で生きに材料が手iこ入る場合に次の様なi視察は誰にも容易に出来て皐脅指導にも用いられる

であろう Q

tion という様式の費色をするが之は区別して考え. t ばならない。この費色の速度は主主多い費色動
物中でも驚異的のものである。之は表皮下にある色素胞 chromatophore の伸縮によるのである
がイカ類の色素胞は大き〈肉眼でもよ<

素胞が屠に列んでゐて，ぞれが種みの伸縮をして組合されるから休色が種々の色彩や斑紋を呈する
9  

こE になる。前各色素胞の構造は生まの偉では親察しに〈ぃ。
( 2 )  外套神経王子布区域の翻察。外套の背部内側に犬きい墓欺紳経節が肉眼でよ〈見える。タコ

で之を鋲で切取る e
様になる。之によって Ca) 色素胞はこの神経節の支醍下にあることラ (b) その神経は外套の片側

に分布しその区域が外部から明らかに知られる。又ぞの聞の外套は動かないから呼吸運動は蔑ちの

聞のみによる様になる Q アオリイカは通常ミヅイヵ主も帯する様に水中で透明になる性質がある。

もし中等犬のアオリイカの左右の星放神経笥を同時に除去すると色素胞は完全に牧縮して内臓まで

透視される様にな芯 Q 即ち心臓から動脈血 C青色) が週明的に押出されて行〈所，組へ血液のλっ
て行〈所等まで見えるが，外部からこの様に大形の動物で血液循理を透視出来るものは他にないで

あろう。但し外套の呼吸運動力2止まっているから長時間は持Tこない。
ぐ3 ) 心臓茨勤の鞭察。中等大のマダコの腕を袋に入れて縛り，外套関口部から外套を裏返しに

し，腎臓〈濃費十島色) を注意して( 双物を用いす・指先のみで〉聞き心臓 UJミ茨褐色〕を露出させる。
外套を元に戻してその心臓部に穴をあげ，心臓に絹糸をつけてカイモグラフにワなぐ Q か cして之

他の運動も同様に記怒しうる o

(4) 採 l凪 e f J 瓦球の観察。タコの院を縛り外套を裏返しにして偲の基部にある問、心臓( 紫褐色か
ら青紫色等の饗化がある) から注射器で徐みに引取れば utt液が持れる o 之は接間性がな〈血球は高
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等WJ物の白血球に相雷するもので amoebocyte e呼ばれるもの 1種のみから成り， 7 ミー: パ祇運
動をする。血球数も血球計算器があれば調べられる。

( 5、[ 瞳孔反感の観察Q 餌を捕える時等は眼を大きく開〈が休息時は眼を大方閉じているー

を投すe る左之にJ1;lEびかかって腕で取圏み，申をはす、し内肉を食べる。又アサリ等の二枚貝を奥える』

と二枚の貝殻を引開けて肉を食べる。叉タコを手にとって顎片ぐトビ. カラス〉の動〈歌態を親察

することが出来る。

I J )  呼吸運動の1視察。タコを静かlこ水槽に入れておき外套の開口部の伸縮，漏斗からの排水，
外套後部の件縮等で呼吸運動を概察する。スト Y プウォッチで 1分間の呼吸回数を調べ，タコの休
重ヲ，7 1 < 湿等も記録する。

( 8 )  二陸軍Zの概察。タコ，イカ作Jれの種類でもよいが必すも生きていなければならぬ。外套を腹
側から開き中央部に八形に位置する腎臓の一片を切取ってスライドに塗ちつけて親祭すれば必す・ご

駐車室が動いてゐるのが見えるQ 腎組織の表面に附着しているので腎臓を薬品で固定しでも見るこ k
は出来ない。二匹姦はこの「なすりつけ」方法によって乾燥し券色するのが簡便である o 日本車の

二妊患は光年パリーのヌヴエル氏と仲尾善雄氏とが 2種を報告され7こ丈で詳細の点は判明していな

い。頭足類の総べてのものにご匹惑が寄生しているもの kすれば彩しい種類が存在するものであろ
う主想像ぜられる o

其他水中における海泳，制笥の運動，墨汗の吐出，: 2 ; 気中に取出し? こ時の行動，同校聞の字問其

他容易に硯察しうる事項も多い。( 昭24.1.31)
... ...，、~畑、、、、、~、~、..... 

畢 書記事

各支部記銭係の方は失読原稿締切日までに編集子宛に行事記践を街I謹付下さい。
昭和 2 3 年
10.6 本部，釜園生物殺育犬舎，兵庫支部，展覧合係を中心lこ50余名の生徒諸君の後援を得て，
山手小翠校講堂を借 i 全園数(:r!i ，生徒の研究による，陳列を行う，午後 9 時陳列完了す。( 室井)
10.7 本部，諏訪山小撃授に於て第 3 回，目本生物教育犬舎を開催す，森支部長の開舎の開lこつ

づき，兵庫照会口事の悶僻，次に兵庫! 際軍政都民間毅育課長フイリップス クリフトン氏の「理科教
育について」の講演があり，経って中路曾長の舎務報合，合則の餐更等の議事ありヲ積いて講演に
移る，先すも文部省永田園書監修官の「生物主主育のあり方」阪大安澄博士の「電子額徴鏡の生物的態
用」主題し幻慌を利用して解説あち，後に舎員の熱 1心なる研究夜表があっTこ。 r街詳細は25頁を御
覧下さいJ ( 室井〉
10.8 大倉第 2 白目，先宇諏訪山小撃校，今井教官m導で宅「イモiまち」の賓地授業を行う，輯い

て関西墜院大串の古爪教授の「入間えの生物心理翠的解障，特に人聞の保件反射研究4こ就てJ 1:題
して講演に移る，終って中路舎長によって失回に舎の開催地が協議され金津色決定す，ヨたに舎員の
研究稜表がありヲ最後に森支部長の閉舎の際，中路合長の閑舎挨拶，さを曾員を代表して中村三次郎
氏の謝街があって第 2 日目の舎を間十Q

午後 3 時30分よち懇談合を開催す，本憾の舎員を中心 t してI i : 談す。( 室井〉
10.9 大曾第 3 日目，見事きの日である，六甲車、ら高山植物園，有馬に抜けて有馬温泉に親しむ班，

阪大の電子顕微鏡をのぞ〈班，武田薬品工場でベエシリン製造を見る班，灘の生一本の製造工場を
I味う班があり，我々微力にもか〉わらすも，それぞれ満足して裁くことが出来fこ。( 室井〉
10，J6-11.4 日本皐術研究舎では明石郡中八木海岸の化石唐を殻掘することになり，東大，人類

皐毅室の長谷部博士を主任左する明石近郊含化石層研究特別委員舎を設立，人類撃的方面鈴木f / . j ，
地質翠方面高井冬二，植物方面前川文夫，互理俊次の各委員が宮り，入夫翠生20余名参加l設掘を行
うo ( 室井) ( 以下一O頁へ積< )
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